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久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
こ
の
コ
ー

ナ
ー

。
今
号
は

、
立
志

（
り
っ
し

）
。

何
と
な
く
意
味
は
分
か
る

。
選
手
に
問

い
か
け
て
も

、
ほ
ぼ
正
解
が
返
っ
て
く

る

。
そ
し
て

、
何
よ
り
も
代
々
受
け
継

が
れ
る

『
し
こ
ー
旗

』
に
あ
る

。
意
味

と
し
て
は

、

「
志

（
目
標

）
を
立
て
る

こ
と

。
将
来
の
目
的
を
定
め
て

、
こ
れ

を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
こ
と

。

」
こ

の
旗
の
も
と
に

、
ど
れ
だ
け
の
選
手
が

集
い

、
努
力
を
し
た
こ
と
か

。

（
中
里

も

、
前
任
校
の
時
に
何
度
も
目
に
し
て

い
ま
し
た

）
そ
し
て

、
若
干
の
ほ
つ
れ

を
修
復
し

、
こ
の
県
大
会
で
再
び

、
そ

の
旗
の
も
と
に
選
手
が
集
ま
る
こ
と
と

な
っ
た

。
ま
だ
ま
だ
先
輩
方
の
実
績
に

は
遠
く
及
ば
な
い
が

、
当
時
の
活
動
に

想
い
を
馳
せ

、
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ

う
に
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す

。

【
え
っ

、
最
後
は
宣
誓
？

】

今
週
の

こ
と
ば

立
志

三
者
面
談

於
：
熊
谷

川
口
市
陸
上
競
技
記
録
会

於
：
浦
和
駒
場
ス
タ
ジ
ア
ム

【
短
距
離
陣

】

高
校
駅
伝
埼
玉
県
予
選
会

於
：
茨
城
県
笠
松

さ
い
た
ま
市
駅
伝
大
会

【
中
学
校

】
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万年企業を目指して

中里八百屋

新人県大会結果

今週のことば

女
４
０
０
ｍ
H
で
２
位
！

関
東
選
抜
出
場
と

、
駅
伝
シ
ー
ズ
ン
へ

　
９
月
２
１
日

（
火

）
か

ら
２
３
日

（
木

）
に

、
新

人
県
大
会
が
熊
谷
ス
ポ
ー

ツ
文
化
公
園
に
て
実
施
さ

れ
た

。
こ
の
時
期
と
し
て

は

、
暑
い
ぐ
ら
い
の
天
候

で

、
例
年
の
県
大
会
と
は

多
少
趣
も
異
な
っ
た

。
結

果
の
詳
細
は

、
別
に
記
載

す
る
が

、
２
年
生
の
山
岸

が
４
０
０
ｍ
で
６
位

。
４

０
０
ｍ
Ｈ
で
２
位

、
と
２

種
目
入
賞
を
果
た
し
た

。

そ
の
他

、
男
４
０
０
ｍ
H

と
男
４
×
４
０
０
ｍ
R
で

準
決
勝
に
進
出
し
た

。
地

区
大
会
か
ら
２
週
間
の
間

を
お
か
ず
に
の
県
大
会

で

、
疲
労
の
回
復

、
鍛

錬

、
調
整
と

、
非
常
に
難

し
い
県
大
会
と
な
っ
た

。

出
場
種
目
全
て
で
自
己
ベ

ス
ト

、
と
い
う
目
標
は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が

、
出

場
種
目
が
少
な
く
な
か
っ

た
の
で

、

「
と
て
も
充
実

し
た
３
日
間
に
な
っ
た

」

と
は
顧
問
の
言
葉

。
４
０

０
ｍ
H
は

、
１
０
月
２

３
・
２
４
日
に
茨
城
県
笠

松
で
開
催
さ
れ
る
関
東
選

抜
へ
出
場
す
る

。
そ
し

て

、
い
よ
い
よ
長
距
離
の

シ
ー
ズ
ン
に
入
る

。
高
校

駅
伝
県
予
選
会
ま
で
ひ
と

月
ち
ょ
っ
と

。
今
年
は

、

男
女
と
も
単
独
チ
ー
ム
で

の
出
場
と

、
チ
ー
ム
の
鼻

息
も
荒
い

。
襷
の
責
任
を

胸
に

、
限
ら
れ
た
時
間

で

、
可
能
な
限
り
の
準
備

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学
校
説
明
会

於
：
青
木
町
公
園

中
間
考
査

関
東
選
抜

山下【部長】:「今回の新人戦の県大会ではリレーを含め15種目出場しま

した。しかし全体の結果を見ると県大会で戦うにはまだ力不足だと感じま

した。それと同時に来年の学総も見据えると、チームとして基礎から見直

さなければならないとも思いました。特に4継、マイルは「人数が少ない」と

いうチームの弱みを突かれたようでした。残念ながらこの条件は来年度

までは不変ですが、それをもポジティブに捉える程のタフさも持ち合わせ

て冬季練に望みたいと思います。

来年の学総で良い結果が報告できるよう18人で努めていきます。」

山岸【関東の宝へ】:「400mは決勝でシードレーンをもらうため

に、予選、準決をしっかりと走り、自分が思っていたよりも、体

力を使ってしまいました。そのため、決勝では200mを予定通り

に通過したものの、そこからあげることができず、3位に入るこ

とができませんでした。1日で3本そろえる難しさを改めて感じま

した。400mHは、準決勝で、遠くから低く跳ぶというイメージを

掴むことができ、自信を持って決勝に臨むことができました。し

かし実際には、踏切をあわせることができず、少し高く跳んでし

まいました。一方、今までよりも8.9台目の歩数を縮め、攻めに

いけたことはよかったと思います。結果としては自己ベストを更

新し、関東の切符を手に入れることができて嬉しかったです。

しかし1位まで一歩及ばず、悔しさの方が大きく残りました。関

東では、良くも悪くも1種目しかないので、調子を整え、入賞で

きるように頑張りたいと思います。」


